




小児の発育・発達の評価は,個々または集団において,広く小児保健活動の現場で実施され

ており,その中心的役割を果しているといっても過言ではない。その評価にあたっては何

らかの基準となるべき「値」を用いて行われることが一般的であるが,その「値」が求め

られる根拠となる条件に関しては,発育発達に関する古くから行われてきた研究によって

指摘されているし,小児保健医療の現場において,現在の「値」が十分にその任を果してい

ないという意見もある。その背景には,評価の対象となる小児の実態を適切にふまえたも

のではなく,小児の条件別に作成された「値」による評価が必要であり,その作成が望まれ

ていることもあろう。その見地から,地域条件・養育条件などを考慮した小児の発育発達

に関する研究を行う必要性が強調され,今回の研究を分担することになった。

分担研究は,小児の発育発達状態に地域条件・養育条件がいかなる影響を及ぼすかを検討

することを目的としており,4人の研究協力者を得て,4 つの視点からの研究を実施した。

①乳幼児の発育発達の縦断的研究(窪田英夫・東京都がん検診センター副理事長)

②発育発達にみられる地域差に関する研究(東郷正美・東京大学教育学部教授)

③食行動からみた養育条件と発達に関する研究(八倉巻和子・大妻女子大学家政学部教授)

④乳幼児の発育発達に影響を及ぼす保育条件に関する研究(南部春生・聖母会天使病院小

児科部長)であり,各々の研究によって,現代の小児の発育発達状態の評価をするにあたっ

ての重要な指標が得られるものと期待している。


